令和2年度　第70回全道高等学校演劇発表大会
～芸術文化振興基金助成事業～
実　施　要　領（１７校日程）

１．大会愛称・テーマ　　「Ｋｅｅｐ Ｏｎ Ｉｋａｏｄｏｒｉｎ’～ゼロから創り続ける～」
２．大会運営　　

　(1) 運営委員会　　　　高文連道南支部演劇専門部加盟の演劇部顧問・演劇部部員

　(2) 予算　　　　　　　経費節減に最大限のご協力をお願い致します。
　(3) 舞台スタッフ　　　函館市民会館スタッフ
３．装置搬出入
　(1) 保管場所　　　　　展示室・ホワイエ・会館屋外軒下・客席脇通路等
　(2) 搬入受付開始時間　11月18日(水)11:00～　＊当該校が責任をもって搬入する。
　　　　　　　　　　　　※駐車場は２時間まで無料。周辺道路は駐車禁止。
　(3) 搬出完全終了時間　道南支部出場校は上演後速やかに搬出。他支部もできるだけ学校に返送する。
　　　　　　　　　　　　会場使用時間は23日（月）16:30まで
４．大会受付            11月19日(木)9:30～　函館市民会館　１階　ホワイエ
５．各種委員会

	（中止）
　(1)演劇専門委員会 (管理棟2階　小会議室2号) 11月19日(木)14:10～16:00

  (2)生徒講評委員会・講評活動　 (ホワイエ・１階ロビー)　中止

　(3)顧問部長会議  (管理棟2階　小会議室2号)11月20日(木) 9:30～ 9:50



　(4)運営委員会    (管理棟2階　小会議室2号)11月19日(木)10:00～10:30
　(5)審査員打合せ  (管理棟2階　小会議室1号)11月19日(木)11:15～11:30
　(6)審査委員会         　　　　　　　       11月22日(日)19:00～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　11月23日(月)14:00～
６．各種行事
	（すべて中止）

　(1)交流会　　　 　　  (小ホール)  　　
11月19日(木)16:30～17:30

  (2)開会式　　　　　   (大ホール)  　　
11月20日(金)10:00～10:50

　(3)合評会　　　　　   (大ホール)  　　
11月23日(月) 9:30～12:10

　(4)研究会　　　　　   (大ホール･小ホール･大会議室・ホワイエ・１階ロビー)

11月23日(月)13:00～14:00

　(5)閉会式・壮行会　   (大ホール)      
11月23日(月)14:00～15:00



７．リハーサル・上演・練習等
　　  ※リハーサルと上演を連続で行い他校との接触を極力避けて実施する。

　(1)リハーサル・上演   (大ホール)  　　
11月19日(木)3校

(大ホール)  　　
11月20日(金)4校
(大ホール)  　　
11月21日(土)4校
(大ホール)  　　
11月22日(日)4校

(大ホール)  　　
11月23日(月)2校

　(2)練習               (小ホール)  別紙スケジュール(部屋割り表)による。
　　　　　　　　　　　　　　　※上演前の声出し等のために行う。使用後、十分換気をする。

　(3)照明　　　　　　　 調整室にて生徒が操作する。
　(4)音響　　　 　　　　機材は客席に設置し、生徒が操作する。
　(5)装置　　　　　　　 ①安全性に十分配慮して作成する。
　　　　　　　　 　　　 ②舞台上への搬出入。保管場所からの移動は館内通路が通れる装置の場合

と通れない装置の場合では方法が異なる。通れない場合は外を通って移動する。
　　　　 　　　　　　　 ③修理・組み立て
　　　　　　　　　　　 ④装置および修理で出たゴミはすべて持ち帰る
　(6)上演手順　　　　　 ①時間制限　リハーサル60分、その後セッティングしたまま上演。上演時間は60分以内
　　　　　　　　　　　　　(詳細は「演劇専門部申し合わせ事項(2009年6月11日現在)」の6に従う)　

　　　　　　　　　　　　②手順　代表校顧問会議で確認

　(7)上演校楽屋         (大ホール楽屋1～3号)

８．上演順の決定

　(1)決定方法　　　　　　代表校顧問会議で抽選を基本に決定する。
　(2)考慮事項　　　　　　①大会運営に関わる当番校・当番支部の事情

　　　　　　　　　　　　 ②出場校のやむを得ない事情(見学旅行・就職進学試験等)
　　　　　　　　　　　　 ③感染症への対策のため、移動等の負担も特別考慮する。

９．表彰
(1)最優秀賞 (1校)  文部科学大臣賞   全国高等学校演劇協議会会長賞
＊全国高等学校総文祭北海道代表
　(2)優秀賞　 (3校)　
          ＊うち春季高校演劇研究大会代表校に1校選出

　(3)優良賞　 (6校)

　(4)奨励賞　 (7校)

　(5)最優秀生徒講評委員　(1名)  ＊全国高等学校総文祭北海道代表

　(6)創作脚本賞　　　    (1本)　＊創作作品に対し、全国高演協より贈呈

　(7)創作脚本奨励賞　    (1本)　＊生徒創作作品に北海道高文連より贈呈

	（講評活動は中止）
10. 講評委員
  　現地に参集しての講評活動は行わない。大会終了後、最優秀校と優秀校（春フェス推薦校）の上演動画を観劇し
　　講評文を作成し提出する。全国大会参加生徒の推薦は事務局で講評文をもとに審議し決定する。



11.大会プログラム
　(1)大会プログラムを作成(代表校紹介、支部報告、上演順、大会史などを掲載)

　　　　　　　　　　　＊参加校(上演校)には生徒顧問分の代金を受付時に納入

12．宿泊・弁当の申込み 　前回道南大会では「（株）日本旅行北海道函館市店」に委託しました。
　　　　　　　　　　　　 今大会は「（株）近畿日本ツーリスト北海道」に委託する予定です。

13．舞台写真等　　　　　 
(1)舞台写真　　　　　　①記録用　　　　運営委員会・当番支部による撮影
　　　　　　　　　　　　 ②自校舞台写真　所定の場所で上演校による撮影

　(2)ビデオ　　          経専音楽放送芸術専門学校スタッフによる撮影。編集処理後に上演校に配布
	（中止）
14．感想カード・ボード　




15．著作権
(1)手続　上演校による実施(許諾書類コピーを専門部事務局へ提出)

 (2)内容　上演許可、潤色許可、脚色許可、楽曲使用、キャラクター使用許諾、脚本への歌詞掲載許諾 など

16．代表校顧問会議(上演校のみ)
(1)日時　　　11月2日(月)9:00～16:00（予定）
  (2)場所　　　函館市民会館　大会議室
  (3)内容　　　午前：上演順の決定・諸注意・感染症対策の確認など   午後：会館見学・舞台技術打ち合わせ など
17．その他
(1)函館市民会館の開館時間は9:00～22:00である。
　(2)新型コロナウイルス感染防止対策にともなって本要項に記載内容に変更がある可能性がある。
　(3)『第70回全道高等学校演劇発表大会における新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン及び実施方法につい
　　て』に準ずる。

